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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
自動販売機の制御データを確認、変更するための操作を行う操作手段と、操作手段の操作
履歴を記憶する操作履歴記憶手段と、操作履歴記憶手段から操作履歴を読み込む操作履歴
読込手段と、読み込んだ操作履歴に基づいて制御データを検索表示し、変更する確認変更
手段とを備えることを特徴とする自動販売機制御装置。
【請求項２】
操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に着脱可能に装着された携帯メモリを有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の自動販売機制御装置。
【請求項３】
操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置内部メモリを有することを特徴とする請求項１
又は２に記載の自動販売機制御装置。
【請求項４】
操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に回線を介して接続された他の自動販売機制御
装置に着脱可能に装着された携帯メモリを有することを特徴とする請求項１乃至３の何れ
か１項に記載の自動販売機制御装置。
【請求項５】
操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に回線を介して接続された他の自動販売機制御
装置内部メモリを有することを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の自動販売
機制御装置。



(2) JP 4326081 B2 2009.9.2

10

20

30

40

50

【請求項６】
操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に回線を介して接続されたパソコンに着脱可能
に装着された携帯メモリを有することを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の
自動販売機制御装置。
【請求項７】
操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に回線を介して接続されたパソコン内部メモリ
を有することを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の自動販売機制御装置。
【請求項８】
操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売
機制御装置内部メモリ、自動販売機制御装置に回線を介して接続された他の自動販売機制
御装置に着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売機制御装置に回線を介して接続され
た他の自動販売機制御装置内部メモリ、自動販売機制御装置に回線を介して接続されたパ
ソコンに着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売機制御装置に回線を介して接続され
たパソコン内部メモリ中の任意の組合せに係る複数のメモリを有し、更に、複数のメモリ
から操作履歴を記憶すべき所望のメモリを選択する第１メモリ選択手段を備えることを特
徴とする請求項１に記載の自動販売機制御装置。
【請求項９】
操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売
機制御装置内部メモリ、自動販売機制御装置に回線を介して接続された他の自動販売機制
御装置に着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売機制御装置に回線を介して接続され
た他の自動販売機制御装置内部メモリ、自動販売機制御装置に回線を介して接続されたパ
ソコンに着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売機制御装置に回線を介して接続され
たパソコン内部メモリ中の任意の組合せに係る複数のメモリを有し、更に、複数のメモリ
から操作履歴読込先のメモリを選択する第２メモリ選択手段を備えることを特徴とする請
求項１に記載の自動販売機制御装置。
【請求項１０】
回線は専用回線であることを特徴とする請求項４乃至９の何れか１項に記載の自動販売機
制御装置。
【請求項１１】
回線は公衆回線であることを特徴とする請求項４乃至９の何れか１項に記載の自動販売機
制御装置。
【請求項１２】
操作履歴記憶手段は、複数の操作履歴を記憶可能であることを特徴とする請求項１乃至１
１の何れか１項に記載の自動販売機制御装置。
【請求項１３】
確認変更手段は、操作履歴読込手段が読み込んだ全ての操作履歴に基づいて、自動的に制
御データの検索表示、変更を行うことを特徴とする請求項１２に記載の自動販売機制御装
置。
【請求項１４】
操作履歴読込手段が読み込んだ操作履歴中から、確認変更手段が制御データの検索表示、
変更を行う際に依拠する操作履歴を選択する第１操作履歴選択手段を備えることを特徴と
する請求項１２に記載の自動販売機制御装置。
【請求項１５】
操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の操作が行われた時刻が含まれること
を特徴とする請求項１２に記載の自動販売機制御装置。
【請求項１６】
操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の操作が行われた時刻が含まれ、確認
変更手段は、最も最近に行われた操作履歴に基づいて制御データの検索表示、変更を行う
ことを特徴とする請求項１２に記載の自動販売機制御装置。
【請求項１７】
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操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には自動販売機の制御プログラムの識別データが含
まれ、確認変更手段は、当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置が組み込まれた自
動販売機の制御プログラムの識別データと同一の識別データが含まれる操作履歴に基づい
て制御データの検索表示、変更を行うことを特徴とする請求項１２又は１５に記載の自動
販売機制御装置。
【請求項１８】
操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には自動販売機の機器設定データが含まれ、確認変
更手段は、当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置が組み込まれた自動販売機の機
器設定データと同一の機器設定データが含まれる操作履歴に基づいて制御データの検索表
示、変更を行うことを特徴とする請求項１２、１５、１７の何れか１項に記載の自動販売
機制御装置。
【請求項１９】
操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には自動販売機の制御プログラムの識別データと、
自動販売機の機器設定データとが含まれ、確認変更手段は、当該確認変更手段を備える自
動販売機制御装置が組み込まれた自動販売機の制御プログラムの識別データと同一の識別
データが含まれ、且つ当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置が組み込まれた自動
販売機の機器設定データと同一の機器設定データが含まれる操作履歴に基づいて制御デー
タの検索表示、変更を行うことを特徴とする請求項１２に記載の自動販売機制御装置。
【請求項２０】
操作手段の操作が行われた時刻、自動販売機の制御プログラムの識別データ、自動販売機
の機器設定データ中の任意の一つ又は複数を選択して操作履歴記憶手段に記憶させるデー
タ選択手段を備え、確認変更手段は、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴に操作手段の
操作が行われた時刻が含まれる場合には、当該時刻を頼りに選択した操作履歴又は最も最
近に記憶された操作履歴に基づいて制御データの検索表示、変更を行い、操作履歴記憶手
段が記憶する操作履歴に自動販売機の制御プログラムの識別データが含まれる場合には、
当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置が組み込まれた自動販売機の制御プログラ
ムの識別データと同一の識別データが含まれる操作履歴に基づいて制御データの検索表示
、変更を行い、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴に自動販売機の機器設定データが含
まれる場合には、当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置が組み込まれた自動販売
機の機器設定データと同一の機器設定データが含まれる操作履歴に基づいて制御データの
検索表示、変更を行うことを特徴とする請求項１２に記載の自動販売機制御装置。
【請求項２１】
確認変更手段は、依拠可能な操作履歴の全てに基づいて、自動的に制御データの検索表示
、変更を行うことを特徴とする請求項１５、１７、１８、１９、２０の何れか１項に記載
の自動販売機制御装置。
【請求項２２】
確認変更手段が依拠可能な操作履歴の中から所望の操作履歴を選択する第２操作履歴選択
手段を備えることを特徴とする請求項１５、１７、１８、１９、２０の何れか１項に記載
の自動販売機制御装置。
【請求項２３】
確認変更手段が変更した制御データを表示する制御データ表示手段を備えることを特徴と
する請求項１乃至２２の何れか１項に記載の自動販売機制御装置。
【請求項２４】
操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の実際の操作間隔が含まれ、確認変更
手段、制御データ表示手段は、操作履歴読込手段が読み込んだ操作履歴に含まれる操作間
隔に等しい時間間隔で、制御データの検索表示、変更、表示を行うことを特徴とする請求
項２３に記載の自動販売機制御装置。
【請求項２５】
操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の予め設定された操作間隔が含まれ、
確認変更手段、制御データ表示手段は、操作履歴読込手段が読み込んだ操作履歴に含まれ
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る操作間隔に等しい時間間隔で、制御データの検索表示、変更、表示を行うことを特徴と
する請求項２３に記載の自動販売機制御装置。
【請求項２６】
確認変更手段、制御データ表示手段は、予め設定された時間間隔で制御データの検索表示
、変更、表示を行うことを特徴とする請求項２３に記載の自動販売機制御装置。
【請求項２７】
操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の実際の操作間隔又は予め設定された
操作間隔が含まれ、確認変更手段、制御データ表示手段は、操作履歴読込手段が読み込ん
だ操作履歴に含まれる操作間隔に等しい時間間隔又は予め設定された時間間隔で、制御デ
ータの検索表示、変更、表示を行い、更に、操作履歴に含まれる操作間隔に等しい時間間
隔で制御データの検索表示、変更、表示を行うか或いは予め設定された時間間隔で制御デ
ータの検索表示、変更、表示を行うかを選択する時間間隔選択手段を備えることを特徴と
する請求項２３に記載の自動販売機制御装置。
【請求項２８】
操作間隔を予め設定する操作間隔設定手段を備えることを特徴とする請求項２５又は２７
に記載の自動販売機制御装置。
【請求項２９】
確認変更手段、制御データ表示手段が制御データの検索表示、変更、表示を行う時間間隔
を設定する時間間隔設定手段を備えることを特徴とする請求項２６又は２７に記載の自動
販売機制御装置。
【請求項３０】
操作履歴記憶手段が記憶した操作履歴を編集する操作履歴編集手段を備えることを特徴と
する請求項１乃至２９の何れか１項に記載の自動販売機制御装置。
【請求項３１】
操作手段の操作中に、操作履歴記憶手段が記憶中の操作履歴を消去する操作履歴消去手段
を備えることを特徴とする請求項１乃至３０の何れか１項に記載の自動販売機制御装置。
【請求項３２】
操作履歴読込手段の作動中に操作履歴の読込を中断させる読込中断手段と、中断した操作
履歴の読込を再開させる読込再開手段とを備えることを特徴とする請求項１乃至３１の何
れか１項に記載の自動販売機制御装置。
【請求項３３】
操作履歴読込手段の作動中は、読込中断時にのみ、制御データを確認、変更するための操
作手段の操作を許容することを特徴とする請求項３２に記載の自動販売機制御装置。
【請求項３４】
操作履歴読込手段の作動中、制御データを確認、変更するための操作手段の操作を随時許
容することを特徴とする請求項３２に記載の自動販売機制御装置。
【請求項３５】
確認変更手段が変更した制御データを消去して従前の制御データを復旧させる制御データ
復旧手段を備えることを特徴とする請求項１乃至３４の何れか１項に記載の自動販売機制
御装置。
【請求項３６】
操作履歴記憶手段による操作履歴の記憶開始時、操作履歴の記憶中、操作履歴の記憶終了
時に、操作履歴記憶手段が各作動状態にあることを表示する表示手段を備えることを特徴
とする請求項１乃至３５の何れか１項に記載の自動販売機制御装置。
【請求項３７】
操作履歴読込手段による操作履歴の読込開始時、読込中、読込中断中、読込再開時、読込
終了時に、操作履歴読込手段が各作動状態にあることを表示する表示手段を備えることを
特徴とする請求項１乃至３６の何れか１項に記載の自動販売機制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、自動販売機の制御データを確認、変更するための操作を行う操作手段と、操作
手段の操作履歴に基づいて確認対象データを検索して表示し、変更対象データを変更する
確認変更手段とを備える自動販売機制御装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
上記構成を有する自動販売機制御装置においては、従来、制御データの確認、変更作業の
度毎に、自動販売機の操作要員は、リモコン装置等の操作手段を複雑に手動操作していた
。また、複数の自動販売機制御装置に対して、同一の制御データの確認、変更作業を行う
場合には、自動販売機の操作要員は、各自動販売機制御装置毎に、リモコン装置等の操作
手段を複雑に手動操作していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来の自動販売機制御装置においては、制御データの確認、変更作業の度毎にリモコン装
置等の操作手段を複雑に手動操作していたので、また複数の自動販売機制御装置に対して
、同一の制御データの確認、変更作業を行う場合に、各自動販売機制御装置毎にリモコン
装置等の操作手段を複雑に手動操作していたので、操作要員の負荷が大きかった。
本発明は上記問題に鑑みてなされたものであり、自動販売機の制御データを確認、変更す
るための操作を行う操作手段と、操作手段の操作履歴に基づいて確認対象データを検索し
て表示し、変更対象データを変更する確認変更手段とを備える自動販売機制御装置であっ
て、制御データを確認、変更する際の、自動販売機の操作要員の負荷が、従来に比べて少
ない自動販売機制御装置を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明においては、自動販売機の制御データを確認、変更す
るための操作手段と、操作手段の操作履歴を記憶する操作履歴記憶手段と、操作履歴記憶
手段から操作履歴を読み込む操作履歴読込手段と、読み込んだ操作履歴に基づいて確認対
象データを検索して表示し、変更対象データを変更する確認変更手段とを備えることを特
徴とする自動販売機制御装置を提供する。
【０００５】
本発明に係る自動販売機制御装置においては、予め操作手段を複雑に手動操作して、本制
御装置が組み込まれた自動販売機の種々の制御データを確認、変更するための種々の操作
履歴を操作履歴記憶手段に記憶させておけば、その後は、状況に応じて操作履歴記憶手段
から所望の操作履歴を操作履歴読込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づ
いて、確認変更手段が、確認対象制御データを検索表示し、変更対象制御データを変更す
るので、従来のように制御データの確認、変更作業の度毎に操作手段を複雑に手動操作す
る必要は無い。また、例えば自動販売機制御装置Ａの操作履歴記憶手段が記憶した自動販
売機制御装置Ａの操作手段の操作履歴を、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作履歴
読込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂ、
Ｃ、Ｄ、Ｅの確認変更手段が、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが組み込まれた自動販
売機の制御データを検索表示し、変更するので、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅで自
動販売機制御装置Ａと同一の制御データの確認、変更作業を行う場合に、各自動販売機制
御装置毎に操作手段を複雑に手動操作する必要は無い。従って、本発明に係る自動販売機
制御装置においては、制御データを確認、変更する際の、自動販売機の操作要員の負荷が
従来に比べて少ない。
【０００６】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に着脱可能
に装着された携帯メモリを有する。
自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の種々の制御データの確認、変更をする
ための自動販売機制御装置Ａの操作手段の種々の操作履歴を、自動販売機制御装置Ａの操
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作履歴記憶手段が有する携帯メモリに記憶させることができる。前記携帯メモリを自動販
売機制御装置Ａに装着し、前記携帯メモリから所望の操作履歴を自動販売機制御装置Ａの
操作履歴読込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御
装置Ａの確認変更手段が、自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の制御データ
を検索表示し、変更する。自動販売機制御装置Ａの操作履歴記憶手段が有する携帯メモリ
が記憶した自動販売機制御装置Ａの操作手段の操作履歴を、前記携帯メモリを自動販売機
制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅに装着し、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作履歴読込手
段に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ
、Ｅの確認変更手段が、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが組み込まれた自動販売機の
制御データを検索表示し、変更する。携帯メモリは持ち運びに便利である。
【０００７】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置内部メモリ
を有する。
自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の種々の制御データの確認、変更をする
ための自動販売機制御装置Ａの操作手段の種々の操作履歴を、自動販売機制御装置Ａの操
作履歴記憶手段が有する自動販売機制御装置内部メモリに記憶させることができる。当該
内部メモリから所望の操作履歴を自動販売機制御装置Ａの操作履歴読込手段に読み込ませ
れば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａの確認変更手段が、自動
販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の制御データを検索表示し、変更する。自動
販売機制御装置Ａの操作履歴記憶手段が有する自動販売機制御装置内部メモリが記憶した
自動販売機制御装置Ａの操作手段の操作履歴を、専用回線或いは公衆回線を介して、自動
販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作履歴読込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作
履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの確認変更手段が、自動販売機制御
装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが組み込まれた自動販売機の制御データを検索表示し、変更する。携
帯メモリのように持ち運ぶ必要が無いので便利である。
【０００８】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に回線を介
して接続された他の自動販売機制御装置に着脱可能に装着された携帯メモリを有する。
自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の種々の制御データの確認、変更をする
ための自動販売機制御装置Ａの操作手段の種々の操作履歴を、回線を介して自動販売機制
御装置Ａに接続された自動販売機制御装置Ｂの操作履歴記憶手段が有する携帯メモリに記
憶させることができる。自動販売機制御装置Ｂの操作履歴記憶手段が有する携帯メモリを
自動販売機制御装置Ａに装着し、前記携帯メモリから所望の操作履歴を自動販売機制御装
置Ａの操作履歴読込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売
機制御装置Ａの確認変更手段が、自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の制御
データを検索表示し、変更する。自動販売機制御装置Ｂの操作履歴記憶手段が有する携帯
メモリが記憶した自動販売機制御装置Ａの操作手段の操作履歴を、当該携帯メモリを自動
販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅに装着して自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作履歴
読込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂ、
Ｃ、Ｄ、Ｅの確認変更手段が、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが組み込まれた自動販
売機の制御データを検索表示し、変更する。携帯メモリは持ち運びに便利である。
【０００９】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に回線を介
して接続された他の自動販売機制御装置内部メモリを有する。
自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の種々の制御データの確認、変更をする
ための自動販売機制御装置Ａの操作手段の種々の操作履歴を、回線を介して自動販売機制
御装置Ａに接続された自動販売機制御装置Ｂの操作履歴記憶手段が有する自動販売機制御
装置内部メモリに記憶させることができる。自動販売機制御装置Ｂの操作履歴記憶手段が
有する自動販売機制御装置内部メモリから、所望の操作履歴を、回線を介して自動販売機
制御装置Ａの操作履歴読込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自
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動販売機制御装置Ａの確認変更手段が、自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機
の制御データを検索表示し、変更する。自動販売機制御装置Ｂの操作履歴記憶手段が有す
る自動販売機制御装置内部メモリが記憶した自動販売機制御装置Ａの操作手段の操作履歴
を、自動販売機制御装置Ｂの操作履歴読込手段に読み込ませ、また回線を介して自動販売
機制御装置Ｂに接続された自動販売機制御装置Ｃ、Ｄ、Ｅの操作履歴読込手段に読み込ま
せれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの確認変
更手段が、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが組み込まれた自動販売機の制御データを
検索表示し、変更する。携帯メモリのように持ち運ぶ必要が無いので便利である。
【００１０】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に回線を介
して接続されたパソコンに着脱可能に装着された携帯メモリを有する。
自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の種々の制御データの確認、変更をする
ための自動販売機制御装置Ａの操作手段の種々の操作履歴を、回線を介して自動販売機制
御装置Ａに接続されたパソコンに着脱可能に装着された携帯メモリに記憶させることがで
きる。前記携帯メモリを自動販売機制御装置Ａに装着して、前記携帯メモリから所望の操
作履歴を自動販売機制御装置Ａの操作履歴読込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作
履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａの確認変更手段が、自動販売機制御装置Ａが組み
込まれた自動販売機の制御データを検索表示し、変更する。前記携帯メモリが記憶した自
動販売機制御装置Ａの操作手段の操作履歴を、前記携帯メモリを自動販売機制御装置Ｂ、
Ｃ、Ｄ、Ｅに装着して自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作履歴読込手段に読み込ま
せれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの確認変
更手段が、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが組み込まれた自動販売機の制御データを
検索表示し、変更する。携帯メモリは持ち運びに便利である。
【００１１】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に回線を介
して接続されたパソコン内部メモリを有する。
自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の種々の制御データの確認、変更をする
ための自動販売機制御装置Ａの操作手段の種々の操作履歴を、回線を介して自動販売機制
御装置Ａに接続されたパソコン内部メモリに記憶させることができる。前記パソコン内部
メモリから、所望の操作履歴を、回線を介して自動販売機制御装置Ａの操作履歴読込手段
に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａの確認変更
手段が、自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機の制御データを検索表示し、変
更する。前記パソコン内部メモリが記憶した自動販売機制御装置Ａの操作手段の操作履歴
を、回線を介してパソコンに接続された自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作履歴読
込手段に読み込ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ
、Ｄ、Ｅの確認変更手段が、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが組み込まれた自動販売
機の制御データを検索表示し、変更する。携帯メモリのように持ち運ぶ必要が無いので便
利である。
【００１２】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に着脱可能
に装着された携帯メモリ、自動販売機制御装置内部メモリ、自動販売機制御装置に回線を
介して接続された他の自動販売機制御装置に着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売
機制御装置に回線を介して接続された他の自動販売機制御装置内部メモリ、自動販売機制
御装置に回線を介して接続されたパソコンに着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売
機制御装置に回線を介して接続されたパソコン内部メモリ中の任意の組合せに係る複数の
メモリを有し、自動販売機制御装置は、更に、操作手段の操作履歴を記憶させるメモリを
選択する第１メモリ選択手段を備える。
操作履歴記憶手段が、多様な形態のメモリを有しており、且つ多様な形態のメモリから操
作履歴を記憶させるメモリを選択できれば、操作履歴を記憶させる際の自由度が増し、自
動販売機制御装置の使用性が向上する。
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【００１３】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、自動販売機制御装置に着脱可能
に装着された携帯メモリ、自動販売機制御装置内部メモリ、自動販売機制御装置に回線を
介して接続された他の自動販売機制御装置に着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売
機制御装置に回線を介して接続された他の自動販売機制御装置内部メモリ、自動販売機制
御装置に回線を介して接続されたパソコンに着脱可能に装着された携帯メモリ、自動販売
機制御装置に回線を介して接続されたパソコン内部メモリ中の任意の組合せに係る複数の
メモリを有し、自動販売機制御装置は、更に、操作履歴読込先のメモリを選択する第２メ
モリ選択手段を備える。
操作履歴記憶手段が、多様な形態のメモリを有しており、且つ多様な形態のメモリから、
操作履歴読込先のメモリを選択できれば、操作履歴を読み込む際の自由度が増し、自動販
売機制御装置の使用性が向上する。
【００１４】
本発明の好ましい態様においては、回線は専用回線である。
本発明の好ましい態様においては、回線は公衆回線である。
回線は専用回線でも良く或いは公衆回線でも良い。
【００１５】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段は、複数の操作履歴を記憶可能であ
る。
一つの操作履歴記憶手段が複数の操作履歴を記憶可能であれば、一つの操作履歴に付き一
つの操作履歴記憶手段を配設する必要がないので、自動販売機制御装置の製造コストの高
騰を抑制できる。
【００１６】
本発明の好ましい態様においては、確認変更手段は、操作履歴読込手段が読み込んだ全て
の操作履歴に基づいて、自動的に制御データの検索表示、変更を行う。
確認変更手段による制御データの検索表示、変更が、操作履歴読込手段が読み込んだ全て
の操作履歴に基づいて自動的に行われる場合には、自動販売機の操作要員の負荷が略零ま
で大幅に軽減される。
【００１７】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作履歴読込手段が読み込ん
だ操作履歴中から、確認変更手段が制御データの検索表示、変更を行う際に依拠する操作
履歴を選択する第１操作履歴選択手段を備える。
操作履歴読込手段が読み込んだ操作履歴中から、確認変更手段が制御データの検索表示、
変更を行う際に依拠する操作履歴を選択することができれば、制御データ確認、変更作業
の自由度が増し、自動販売機制御装置の使用性が向上する。
【００１８】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の
操作が行われた時刻が含まれる。
操作履歴記憶手段に複数の操作履歴を記憶させる場合、操作履歴記憶手段が記憶する操作
履歴に操作手段の操作が行われた時刻が含まれれば、当該時刻データが操作履歴の識別デ
ータとなるので、確認変更手段が制御データの検索表示、変更を行う際に依拠する操作履
歴を、読み込まれた操作履歴の中から、前記識別データを頼りに選択することが可能とな
る。
【００１９】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の
操作が行われた時刻が含まれ、確認変更手段は、最も最近に行われた操作履歴に基づいて
制御データの検索表示、変更を行う。
操作履歴記憶手段に複数の操作履歴が記憶されている場合、最も最近に行われた操作履歴
が一般に現時点で最も好ましいので、最も最近に行われた操作履歴に基づいて制御データ
の検索表示、変更を行えば、問題が発生する危険性が少ない。
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【００２０】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には自動販売機
の制御プログラムの識別データが含まれ、確認変更手段は、当該確認変更手段を備える自
動販売機制御装置が組み込まれた自動販売機の制御プログラムの識別データと同一の識別
データが含まれる操作履歴に基づいて制御データの検索表示、変更を行う。
自動販売機の制御プログラムは、自動販売機の機種によって異なり、且つ適宜改変される
。自動販売機制御装置Ａの操作手段の操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａが組み
込まれた自動販売機Ａ′の制御プログラムとは異なる制御プログラムで制御される自動販
売機Ｂ′に組み込まれた自動販売機制御装置Ｂの確認変更手段が、自動販売機Ｂ′の制御
データを検索表示し、変更すると、自動販売機制御装置Ｂひいては自動販売機Ｂ′が誤作
動を起こす可能性がある。操作履歴に、制御プログラム名、制御プログラム作成年度、制
御プログラムのバージョン番号等の制御プログラムの識別データを含ませておき、確認変
更手段は、当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置が組み込まれた自動販売機の制
御プログラムの識別データと同一の識別データが含まれる操作履歴に基づいて制御データ
の検索表示、変更を行うように構成すれば、異なる制御プログラムの下に行われた操作手
段の操作履歴に基づいて制御データを検索表示し、変更することによって惹起される自動
販売機制御装置の誤作動、ひいては自動販売機の誤作動を防止することができる。
【００２１】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には自動販売機
の機器設定データが含まれ、確認変更手段は、当該確認変更手段を備える自動販売機制御
装置が組み込まれた自動販売機の機器設定データと同一の機器設定データが含まれる操作
履歴に基づいて制御データの検索表示、変更を行う。
自動販売機の制御プログラムの識別データが同一であっても、すなわち自動販売機の制御
プログラムが同一であっても、自動販売機制御装置Ａが組み込まれた自動販売機Ａ′と自
動販売機制御装置Ｂが組み込まれた自動販売機Ｂ′とでは、稼働中の商品収納コラム数、
稼働中の商品選択ボタン数等の機器設定条件が異なる場合がある。かかる場合、自動販売
機制御装置Ａの操作手段の操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂの確認変更手段が
手段が、自動販売機Ｂ′の制御データを検索表示し、変更すると、自動販売機制御装置Ｂ
ひいては自動販売機Ｂ′が誤作動を起こす可能性がある。操作履歴に、稼働中の商品収納
コラム数、稼働中の商品選択ボタン数等の自動販売機の機器設定データを含ませておき、
確認変更手段は、当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置が組み込まれた自動販売
機の機器設定データと同一の機器設定データが含まれる操作履歴に基づいて制御データの
検索表示、変更を行うように構成すれば、機器設定条件が異なる自動販売機のための操作
手段の操作履歴に基づいて制御データを検索表示し、変更することによって惹起される自
動販売機制御装置の誤作動、ひいては自動販売機の誤作動を防止することができる。
【００２２】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には自動販売機
制御装置が組み込まれた自動販売機の制御プログラムの識別データと、自動販売機の機器
設定データとが含まれ、確認変更手段は、当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置
が組み込まれた自動販売機の制御プログラムの識別データと同一の識別データが含まれ、
且つ当該確認変更手段を備える自動販売機制御装置が組み込まれた自動販売機の機器設定
データと同一の機器設定データが含まれる操作履歴に基づいて制御データの検索表示、変
更を行う。
同一の制御プログラム、同一の機器設定条件の自動販売機のための操作手段の操作履歴に
基づいて制御データを検索表示し、変更すれば、制御プログラムの相違、機器設定条件の
相違によって惹起される自動販売機制御装置の誤作動、ひいては自動販売機の誤作動を防
止することができる。
【００２３】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作手段の操作が行われた時
刻、自動販売機の制御プログラムの識別データ、自動販売機の機器設定データ中の任意の
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一つ又は複数を選択して操作履歴記憶手段に記憶させるデータ選択手段を備え、確認変更
手段は、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴に操作手段の操作が行われた時刻が含まれ
る場合には、当該時刻を頼りに選択された操作履歴に基づいて制御データの検索表示、変
更を行うことが可能であり、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴に自動販売機の制御プ
ログラムの識別データが含まれる場合には、当該確認変更手段を備える自動販売機制御装
置が組み込まれた自動販売機の制御プログラムの識別データと同一の識別データが含まれ
る操作履歴に基づいて制御データの検索表示、変更を行い、操作履歴記憶手段が記憶する
操作履歴に自動販売機の機器設定データが含まれる場合には、当該確認変更手段を備える
自動販売機制御装置が組み込まれた自動販売機の機器設定データと同一の機器設定データ
が含まれる操作履歴に基づいて制御データの検索表示、変更を行う。
【００２４】
本発明に係る自動販売機制御装置が組み込まれる複数の自動販売機の制御プログラム、機
器設定条件が全て同一の場合には、確認変更手段が制御データの検索表示、変更を行う際
に依拠する操作履歴を、操作手段の操作が行われた時刻に基づいて選択すれば良い。本発
明に係る自動販売機制御装置が組み込まれる複数の自動販売機の制御プログラムが全て同
一の場合には、確認変更手段が制御データの検索表示、変更を行う際に依拠する操作履歴
を、操作手段の操作が行われた時刻及び／又は機器設定データに基づいて選択すれば良い
。本発明に係る自動販売機制御装置が組み込まれる複数の自動販売機の機器設定データが
全て同一の場合には、確認変更手段が制御データの検索表示、変更を行う際に依拠する操
作履歴を、操作手段の操作が行われた時刻及び／又は制御プログラム識別データに基づい
て選択すれば良い。従って、対象となる複数の自動販売機の状況に応じて、操作手段の操
作が行われた時刻、自動販売機の制御プログラムの識別データ、自動販売機の機器設定デ
ータ中の任意の一つ又は複数を選択して操作履歴記憶手段に記憶させるデータ選択手段を
配設することは有用である。
【００２５】
本発明の好ましい態様においては、確認変更手段は、依拠可能な操作履歴の全てに基づい
て、自動的に制御データの検索表示、変更を行う。
操作手段の操作が行われた時刻、自動販売機の制御プログラムの識別データ、自動販売機
の機器設定データ等に照らして、確認変更手段が制御データの検索表示、変更を行う際に
依拠可能な操作履歴が複数ある場合に、確認変更手段が、依拠可能な操作履歴の全てに基
づいて、自動的に制御データの検索表示、変更を行えば、自動販売機の操作要員の負荷は
略零まで大幅に軽減される。
【００２６】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、確認変更手段が依拠可能な操
作履歴の中から所望の操作履歴を選択する第２操作履歴選択手段を備える。
操作手段の操作が行われた時刻、自動販売機の制御プログラムの識別データ、自動販売機
の機器設定データ等に照らして、確認変更手段が制御データの検索表示、変更を行う際に
依拠可能な操作履歴が複数ある場合でも、当該複数の操作履歴中の特定の操作履歴に基づ
いて制御データの確認、変更を行いたい場合がある。係る場合に、確認変更手段が依拠可
能な操作履歴の中から所望の操作履歴を選択する第２操作履歴選択手段があれば、便利で
ある。
【００２７】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、確認変更手段が変更した制御
データを表示する制御データ表示手段を備える。
確認変更手段が変更した制御データを表示すれば、自動販売機の操作要員は制御データの
内容を確認することができる。この結果、制御データが不適切に変更される等の不都合な
事態の発生が防止される。
【００２８】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の
実際の操作間隔が含まれ、確認変更手段、制御データ表示手段は、操作履歴読込手段が読
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み込んだ操作履歴に含まれる操作間隔に等しい時間間隔で、制御データの検索表示、変更
、表示を行う。
操作履歴読込手段が読み込んだ操作履歴に含まれる操作手段の実際の操作間隔に等しい時
間間隔で、制御データの検索表示、変更、表示が行われれば、自動販売機の操作要員は制
御データの内容を明確に視認することができる。この結果、制御データが不適切に変更さ
れる等の不都合な事態の発生が防止される。
【００２９】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の
予め設定された操作間隔が含まれ、確認変更手段、制御データ表示手段は、操作履歴読込
手段が読み込んだ操作履歴に含まれる操作間隔に等しい時間間隔で、制御データの検索表
示、変更、表示を行う。
操作履歴読込手段が読み込んだ操作履歴に含まれる予め設定された操作間隔に等しい時間
間隔で、制御データの検索表示、変更、表示が行われれば、予め設定された操作間隔が長
い場合には、自動販売機の操作要員は制御データの内容を明確に視認することができるの
で、制御データが不適切に変更される等の不都合な事態の発生が防止され、予め設定され
た操作間隔が短い場合には、制御データの確認、変更作業に要する時間が短縮される。
【００３０】
本発明の好ましい態様においては、確認変更手段、制御データ表示手段は、予め設定され
た時間間隔で制御データの検索表示、変更、表示を行う。
操作履歴に操作手段の操作間隔が含まれるか否かに係わらず、或いは操作履歴に含まれる
操作手段の操作間隔の如何に係わらず、予め設定された時間間隔で制御データの検索表示
、変更、表示が行われれば、予め設定された操作間隔が長い場合には、自動販売機の操作
要員は制御データの内容を明確に視認することができるので、制御データが不適切に変更
される等の不都合な事態の発生が防止され、予め設定された操作間隔が短い場合には、制
御データの確認、変更作業に要する時間が短縮される。
【００３１】
本発明の好ましい態様においては、操作履歴記憶手段が記憶する操作履歴には操作手段の
実際の操作間隔又は予め設定された操作間隔が含まれ、確認変更手段、制御データ表示手
段は、操作履歴読込手段が読み込んだ操作履歴に含まれる操作間隔に等しい時間間隔又は
予め設定された時間間隔で、制御データの検索表示、変更、表示を行い、更に、自動販売
機制御装置は、操作履歴に含まれる操作間隔に等しい時間間隔で制御データの検索表示、
変更、表示を行うか或いは予め設定された時間間隔で制御データの検索表示、変更、表示
を行うかを選択する時間間隔選択手段を備える。
操作履歴に含まれる操作手段の操作間隔に等しい時間間隔で制御データの検索表示、変更
、表示を行うか、或いは予め設定された時間間隔で制御データの検索表示、変更、表示を
行うか選択できれば便利である。
【００３２】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作間隔を予め設定する操作
時間設定手段を備える。
操作履歴記憶手段が記憶する操作間隔を任意に設定できれば便利である。
【００３３】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、確認変更手段、制御データ表
示手段が制御データの検索表示、変更、表示を行う時間間隔を設定する時間間隔設定手段
を備える。
制御データの検索表示、変更、表示を行う時間間隔を設定する時間間隔を任意に設定でき
れば便利である。
【００３４】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作履歴記憶手段が記憶した
操作履歴を編集する操作履歴編集手段を備える。
操作履歴記憶手段が記憶した操作履歴を編集することができれば、現状に適した操作履歴
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に基づいて、制御データを確認、変更することができる。
【００３５】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作手段の操作中に、操作履
歴記憶手段が記憶中の操作履歴を消去する操作履歴消去手段を備える。
操作手段の操作中に操作ミスを犯した場合、操作履歴記憶手段が記憶中の操作履歴を消去
することができれば、操作手段の操作をやり直して、正しい操作履歴を操作履歴記憶手段
に記憶させることができるので、便利である。
【００３６】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作履歴読込手段の作動中に
操作履歴の読込を中断させる読込中断手段と、中断した操作履歴の読込を再開させる読込
再開手段とを備える。
読み込んだ操作履歴中の特定の操作を修正したい場合、操作履歴読込手段の作動中に操作
履歴の読込を中断させ、操作手段を用いて修正操作を行い、その後に中断した操作履歴の
読込を再開することができれば便利である。
【００３７】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作履歴読込手段の作動中は
、読込中断時にのみ、制御データを確認、変更するための操作手段の操作を許容する。
操作履歴読込手段の作動中は、読込中断時にのみ、制御データを確認、変更するための操
作手段の操作を許容するように自動販売機制御装置を構成することにより、操作履歴読込
手段の作動中に操作手段が誤って操作されて、操作履歴が誤って修正される事態の発生が
防止される。
【００３８】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作履歴読込手段の作動中、
制御データを確認、変更するための操作手段の操作を随時許容する。
制御データの検索表示、変更、表示が十分に長い時間間隔で行われる場合には、検索表示
された制御データ、変更された制御データを視認した自動販売機の操作要員が、視認した
制御データが不適切な場合に、前記時間間隔中に操作手段を操作して制御データを修正す
ることが、物理的に十分可能である。従って、操作履歴読込手段の作動中に、制御データ
を確認、変更するための操作手段の操作を随時許容するように、自動販売機制御装置を構
成することは有用である。
【００３９】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、確認変更手段が変更した制御
データを消去して従前の制御データを復旧させる制御データ復旧手段を備える。
変更後の制御データが不適切である場合、当該制御データを消去し従前の制御データを復
旧させることができれば便利である。
【００４０】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作履歴記憶手段による操作
履歴の記憶開始時、操作履歴の記憶中、操作履歴の記憶終了時に、操作履歴記憶手段が各
作動状態にあることを表示する表示手段を備える。
操作履歴記憶手段の作動状態を把握できれば便利である。
【００４１】
本発明の好ましい態様においては、自動販売機制御装置は、操作履歴読込手段による操作
履歴の読込開始時、読込中、読込中断中、読込再開時、読込終了時に、操作履歴読込手段
が各作動状態にあることを表示する表示手段を備える。
操作履歴読込手段の作動状態を把握できれば便利である。
【００４２】
【発明の実施の形態】
本発明の実施例を説明する。
図１に示すように、自動販売機制御装置Ａは、ＣＰＵ１１と、自動販売機制御装置Ａが組
み込まれた自動販売機Ａ′（図示せず）の制御プログラムが格納されたＲＯＭ１２とＲＡ
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Ｍ１３とを有する制御部１と、制御部１に着脱可能に装着されたメモリカード等の携帯メ
モリ２と、リモコン装置と自動販売機Ａ′の商品選択釦とを有する操作部３と、表示部４
とを備えている。操作部３のリモコン装置には複数の入力キーが配設されている。ＣＰＵ
１１に、専用回線又は公衆回線を介してパソコン５が接続されており、パソコン５にメモ
リカード等の携帯メモリ６が着脱可能に装着されている。ＣＰＵ１１に、専用回線又は公
衆回線を介して、自動販売機制御装置Ａと同様の構成を有する自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ
、Ｄ、Ｅが接続されている。自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、自動販売機Ｂ′、Ｃ
′、Ｄ′、Ｅ′（図示せず）に組み込まれている。自動販売機制御装置Ｂの制御部には、
携帯メモリ７が着脱可能に装着されている。自動販売機制御装置Ｃ、Ｄ、Ｅの制御部にも
同様の携帯メモリが着脱可能に装着されている。
【００４３】
本実施例に係る自動販売機制御装置の操作履歴記憶作動を説明する。
自動販売機の操作要員は、価格データ、温度制御データ、売上データ等の確認、変更した
い自動販売機Ａ′の制御データに応じて、自動販売機制御装置Ａの操作部３を構成するリ
モコン装置の入力キーを、或いは自動販売機制御装置Ａの操作部３を構成するリモコン装
置と自動販売機Ａ′の商品選択釦とを所定の手順に従い順次押す。例えば、自動販売機Ａ
′の商品収納コラムαに収納された商品の価格データを変更する場合には、図２に示すよ
うに、操作部３のリモコン装置の「開始」キーを押し、次いで商品収納コラムαに対応す
る自動販売機Ａ′の商品選択釦を押し、次いで操作部３のリモコン装置の「アップ」キー
と「ダウン」キーとを適宜に押して価格をβ円に変更し、最後に操作部３のリモコン装置
の「終了」キーを押す。
【００４４】
リモコン装置の入力キーと商品選択釦とを含む操作部３の入力キーの個々の操作履歴、よ
り具体的には、「開始」キー操作、「商品選択釦」操作、「アップ」キー操作、「ダウン
」キー操作、「終了」キー操作等の個々の操作履歴は、逐次、ＲＡＭ１３内に確保された
所定の一時記憶領域であるキーバッファに入力される。ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２から読
み込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムに従い、キーバッファに逐次入力される操作部
３の入力キーの個々の操作履歴に基づいて、ＣＰＵ１１内の所定の記憶領域に記憶した自
動販売機Ａ′の制御データを検索して表示部４に表示し、或いはＣＰＵ１１内の所定の記
憶領域に記憶した自動販売機Ａ′の制御データを変更して表示部４に表示する。
【００４５】
例えば、「商品選択釦ａ」操作がキーバッファに入力されると、ＣＰＵ１１は、自己の所
定の記憶領域に記憶している、商品選択釦ａに対応する商品収納コラムαに収納された商
品の価格データ１１０円を表示部４に表示し、次いで「アップ」キー操作がキーバッファ
に入力されると、ＣＰＵ１１は前記価格データを１２０に変更し、価格１２０円を表示部
４に表示し、次いで「アップ」キー操作がキーバッファに入力されると、ＣＰＵ１１は前
記価格データを１３０に変更し、価格１３０円を表示部４に表示し、次いで「ダウン」キ
ー操作がキーバッファに入力されると、ＣＰＵ１１は前記価格データを１２０に変更し、
価格１２０円を表示部４に表示する。
【００４６】
「開始」キーの操作で始まった操作部３の入力キーの一連の操作履歴が「終了」キーの操
作で終了すると、ＣＰＵ１１は、制御データの検索表示、変更作動を終了する。
【００４７】
ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２から読み込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムに従い、キー
バッファに逐次入力される操作部３の入力キーの個々の操作履歴を、ＲＡＭ１３内に確保
された所定の一時記憶領域であるバッファに逐次コピーする。「開始」キーの操作で始ま
った操作部３の入力キーの一連の操作履歴が「終了」キーの操作で終了すると、ＣＰＵ１
１は、ＲＯＭ１２から読み込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムに従い、バッファにコ
ピーした操作部３の入力キーの一連の操作履歴の全体を、ＲＡＭ１３内に確保した所定の
記憶領域に記憶させ、或いは携帯メモリ２へ出力して携帯メモリ２に記憶させ、或いはパ
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ソコン５へ出力してパソコン５のＲＡＭに記憶させ、或いはパソコン５へ出力してパソコ
ン５に装着された携帯メモリ６に記憶させ、或いは自動販売機制御装置Ｂへ出力して自動
販売機制御装置ＢのＲＡＭに記憶させ、或いは自動販売機制御装置Ｂへ出力して自動販売
機制御装置Ｂに装着された携帯メモリ７に記憶させる。操作履歴の記憶先の選択は、自動
販売機の操作要員が操作部３の入力キーを操作することにより行われ、或いはＲＯＭ１２
から読み込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムに従って自動的に行われる。複数の記憶
先が選択されれば、当該複数の記憶先が操作履歴を記憶する。
【００４８】
自動販売機の操作要員が、「開始」キーの操作で始まり「終了」キーの操作で終了する操
作部３の入力キーの一連の操作履歴（以下の文章において、「操作部３の入力キーの一連
の操作履歴」を単に「操作部３の操作履歴」と呼ぶ）を複数回繰り返すと、その都度自動
販売機Ａ′の制御データが検索表示され、変更され、且つ操作部３の複数の操作履歴が、
ＲＡＭ１３内に確保した所定の記憶領域に記憶され、或いは携帯メモリ２に記憶され、或
いはパソコン５のＲＡＭに記憶され、或いはパソコン５に装着された携帯メモリ６に記憶
され、或いは自動販売機制御装置ＢのＲＡＭに記憶され、或いは自動販売機制御装置Ｂに
装着された携帯メモリ７に記憶され、或いは上記のメモリ中の複数のメモリに記憶される
。
【００４９】
本実施例に係る自動販売機制御装置の操作履歴読込作動の第１の態様を説明する。
自動販売機の操作要員が、操作部３の入力キーを操作して、操作履歴読込作動を開始させ
ると、ＣＰＵ１１は、自身の所定の記憶領域に記憶した従前の制御データをＲＡＭ１３内
の所定の記憶領域にコピーして一時的に退避させる。ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２から読み
込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムに従い、ＲＡＭ１３内の所定の記憶領域が記憶し
た操作部３の種々の操作履歴をＲＡＭ１３内のバッファにコピーし、或いは自動販売機制
御装置Ａに装着した携帯メモリ２が記憶した操作部３の種々の操作履歴をＲＡＭ１３内の
バッファにコピーし、或いはパソコン５のＲＡＭが記憶した操作部３の種々の操作履歴を
ＲＡＭ１３内のバッファにコピーし、或いはパソコン５に装着した携帯メモリ６が記憶し
た操作部３の種々の操作履歴をＲＡＭ１３内のバッファにコピーし、或いは自動販売機制
御装置ＢのＲＡＭが記憶した操作部３の種々の操作履歴をＲＡＭ１３内のバッファにコピ
ーし、或いは自動販売機制御装置Ｂに装着した携帯メモリ７が記憶した操作部３の種々の
操作履歴をＲＡＭ１３内のバッファにコピーし、或いは自動販売機制御装置Ａに装着した
携帯メモリ６、７が記憶した操作部３の種々の操作履歴をＲＡＭ１３内のバッファにコピ
ーし、或いはパソコン５に装着した携帯メモリ２、７が記憶した操作部３の種々の操作履
歴をＲＡＭ１３内のバッファにコピーし、或いは自動販売機制御装置Ｂに装着した携帯メ
モリ２、６が記憶した操作部３の種々の操作履歴をＲＡＭ１３内のバッファにコピーする
。
操作履歴の読込先の選択は、自動販売機の操作要員が操作部３の入力キーを操作すること
により行われ、或いはＲＯＭ１２から読み込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムに従っ
て自動的に行われる。
【００５０】
ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２から読み込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムに従い、ＲＡ
Ｍ１３内のバッファにコピーした操作部３の種々の操作履歴の全てについて、前記操作履
歴を構成する操作部３の入力キーの個々の操作履歴、例えば「アップ」キー操作、「ダウ
ン」キー操作等を、自動的に逐次、ＲＡＭ１３内のキーバッファにコピーし、或いは、自
動販売機の操作要員が操作部３の入力キーを操作して、ＲＡＭ１３内のバッファにコピー
された操作部３の種々の操作履歴中から選択した特定の操作履歴について、当該操作履歴
を構成する操作部３の入力キーの個々の操作履歴を、逐次ＲＡＭ１３内のキーバッファに
コピーする。
【００５１】
ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２から読み込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムに従い、ＲＡ
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Ｍ１３内のキーバッファに逐次コピーした操作部３の入力キーの個々の操作履歴に基づい
て、ＣＰＵ１１内の所定の記憶領域に記憶した自動販売機Ａ′の制御データを検索して表
示部４に表示し、或いは、ＣＰＵ１１内の所定の記憶領域に記憶した自動販売機Ａ′の制
御データを変更し、且つ表示部４に表示する。
「開始」キーの操作で始まった操作部３の操作履歴が「終了」キーの操作で終了すると、
ＣＰＵ１１による制御データの検索表示、変更が終了する。
複数の操作履歴がキーバッファにコピーされると、複数の制御データが検索表示され、変
更される。
ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２から読み込んだ自動販売機Ａ′の制御プログラムと、自己の前
記所定の記憶領域に記憶した制御データとに基づいて、自動販売機Ａ′の作動を制御する
。
【００５２】
上記説明から分かるように、自動販売機の操作要員は、一度種々のメモリの何れかに操作
部３の種々の操作履歴を記憶させておけば、以降は、自動販売機Ａ′の制御データを確認
、変更する際に、従来のように制御データの確認、変更の度毎に操作部３を複雑に操作す
る必要は無い。従って、本実施例に係る自動販売機制御装置においては、制御データを確
認、変更する際の自動販売機の操作要員の負荷が従来に比べて少ない。
【００５３】
本実施例に係る自動販売機制御装置の操作履歴読込作動の第２の態様を説明する。
自動販売機の操作要員は、自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴を記憶した携帯メ
モリ２を自動販売機制御装置Ａから取り外し、或いは自動販売機制御装置Ａの操作部３の
操作履歴を記憶した携帯メモリ６をパソコン５から取り外し、或いは自動販売機制御装置
Ａの操作部３の操作履歴を記憶した携帯メモリ７を自動販売機制御装置Ｂから取り外し、
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅに装着する。
自動販売機の操作要員が自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操
作すると、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自身の所定の記憶領域に
記憶した従前の制御データを自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内の所定の
記憶領域にコピーして一時的に退避させる。自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣ
ＰＵは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＯＭから読み込んだ自動販売機Ａ′
、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムに従い、携帯メモリ２、或いは携帯メモリ６
、或いは携帯メモリ７が記憶した、自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴を、自動
販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のバッファにコピーする。
【００５４】
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
、ＥのＲＯＭから読み込んだ自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム
に従い、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のバッファにコピーした操作
部３の操作履歴を構成する、操作部３の入力キーの個々の操作履歴を、逐次、自動販売機
制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファにコピーする。
【００５５】
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
、ＥのＲＯＭから読み込んだ自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム
に従い、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファに逐次コピー
した操作部３の入力キーの個々の操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、ＥのＣＰＵ内の所定の記憶領域に記憶した自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′
の制御データを検索して、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部に表示し、或
いは自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵ内の所定の記憶領域に記憶した自動
販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを変更し、且つ自動販売機制御装置Ａ
、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部に表示する。
「開始」キーの操作で始まった操作部３の操作履歴が「終了」キーの操作で終了すると、
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵによる自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ
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′、Ｅ′の制御データの検索表示、変更が終了する。
複数の操作履歴が自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファにコピ
ーされると、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の複数の制御データが検索表示さ
れ、変更される。
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
、ＥのＲＯＭから読み込んだ自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム
と、自己の前記所定の記憶領域に記憶した制御データとに基づいて、自動販売機Ａ′、Ｂ
′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の作動を制御する。
【００５６】
上記説明から分かるように、自動販売機の操作要員は、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅで同一の制御データの確認、変更作業を行う場合に、各自動販売機制御装置毎に操
作手段を複雑に手動操作する必要は無い。従って、本発明に係る自動販売機制御装置にお
いては、制御データを確認、変更する際の自動販売機の操作要員の負荷が従来に比べて少
ない。
【００５７】
本実施例に係る自動販売機制御装置の操作履歴読込作動の第３の態様を説明する。
自動販売機の操作要員が自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操
作すると、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自身の所定の記憶領域に
記憶した従前の制御データを自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内の所定の
記憶領域にコピーして一時的に退避させる。
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
、ＥのＲＯＭから読み込んだ自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム
に従い、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３の所定の記憶領域に記憶された自動販売機制
御装置Ａの操作部３の操作履歴を、或いはパソコン５のＲＡＭに記憶された自動販売機制
御装置Ａの操作部３の操作履歴を、或いは自動販売機制御装置ＢのＲＡＭに記憶された自
動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴を、或いは自動販売機制御装置Ａに装着した携
帯メモリ２に記憶された自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴を、或いはパソコン
５装着した携帯メモリ６に記憶された自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴を、或
いは自動販売機制御装置Ｂに装着した携帯メモリ７に記憶された自動販売機制御装置Ａの
操作部３の操作履歴を、専用回線又は公衆回線を介して、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ
、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のバッファにコピーする。
【００５８】
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
、ＥのＲＯＭから読み込んだ自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム
に従い、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のバッファにコピーした操作
部３の操作履歴を構成する、操作部３の入力キーの個々の操作履歴を、逐次、自動販売機
制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファにコピーする。
【００５９】
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
、ＥのＲＯＭから読み込んだ自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム
に従い、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファに逐次コピー
した操作部３の入力キーの個々の操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、ＥのＣＰＵ内の所定の記憶領域に記憶した自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′
の制御データを検索して、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部に表示し、或
いは自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵ内の所定の記憶領域に記憶した自動
販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを変更し、且つ自動販売機制御装置Ａ
、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部に表示する。
「開始」キーの操作で始まった操作部３の操作履歴が「終了」キーの操作で終了すると、
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵよる自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′
、Ｅ′の制御データの検索表示、変更が終了する。
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複数の操作履歴が自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファにコピ
ーされると、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の複数の制御データが検索表示さ
れ、変更される。
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
、ＥのＲＯＭから読み込んだ自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム
と、自己の前記所定の記憶領域に記憶した制御データとに基づいて、自動販売機Ａ′、Ｂ
′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の作動を制御する。
【００６０】
上記説明から分かるように、自動販売機の操作要員は、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅで同一の制御データの確認、変更作業を行う場合に、各自動販売機制御装置毎に操
作手段を複雑に手動操作する必要は無い。従って、本発明に係る自動販売機制御装置にお
いては、制御データを確認、変更する際の自動販売機の操作要員の負荷が従来に比べて少
ない。
【００６１】
本実施例においては、自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴を、自動販売機制御装
置ＡのＲＡＭ１３、携帯メモリ２、パソコン５のＲＡＭ、携帯メモリ６、自動販売機制御
装置ＢのＲＡＭ、携帯メモリ７等の多様な形態のメモリに記憶させることができ、且つ前
記多様な形態のメモリから操作履歴を記憶させるメモリを選択することができるので、操
作履歴を記憶させる際の自由度が大きく、自動販売機制御装置の使用性が高い。
【００６２】
本実施例においては、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、携帯メモリ２、パソコン５の
ＲＡＭ、携帯メモリ６、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭ、携帯メモリ７等の多様な形態の
メモリから、操作履歴読込先のメモリを選択することができるので、操作履歴を読み込む
際の自由度が大きく、自動販売機制御装置の使用性が高い。
【００６３】
携帯メモリ２、６、７には軽量で持ち運びに便利であるという利点が在る。専用回線或い
は公衆回線を介する操作部３の操作履歴の送信には、携帯メモリのように持ち運ぶ必要が
無いという利点が在る。専用回線を介する操作部３の操作履歴の送信には、確実に短時間
で送信できるという利点がある。公衆回線を介する操作部３の操作履歴の送信には、遠隔
地に設置された自動販売機制御装置へも安価に送信できるという利点がある。
【００６４】
本実施例においては、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、携帯メモリ２、パソコン５の
ＲＡＭ、携帯メモリ６、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭ、携帯メモリ７は、操作部３の複
数の操作履歴を記憶可能なので、操作部３の一つの操作履歴に付き一つのメモリを配設す
る必要がない。この結果、自動販売機制御装置の製造コストの高騰が抑制される。
【００６５】
本実施例においては、ＲＡＭ１３内のバッファにコピーされた操作部３の種々の操作履歴
の全てが、自動的にＲＡＭ１３内のキーバッファにコピーされ、当該操作履歴に基づいて
、自動販売機Ａ′の制御データが検索表示され、変更される場合には、制御データ確認、
変更作業時の自動販売機の操作要員の負荷が略零まで大幅に軽減され、他方、自動販売機
の操作要員が操作部３の入力キーを操作して、ＲＡＭ１３内のバッファにコピーされた操
作部３の種々の操作履歴中から選択した特定の操作履歴が、ＲＡＭ１３内のキーバッファ
にコピーされ、当該操作履歴に基づいて、自動販売機Ａ′の制御データが検索表示され、
変更される場合には、制御データ確認、変更作業の自由度が増し、自動販売機制御装置Ａ
の使用性が向上する。
【００６６】
本実施例においては、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが変更した自動販
売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
、Ｅの表示部に表示されるので、自動販売機の操作要員は、変更された制御データの内容
を視認することができる。制御データを視認した自動販売機の操作要員は、変更した制御
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データが不適切である場合には、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部を操作
して、制御データを変更することができる。この結果、制御データが不適切に変更される
等の不都合な事態の発生が防止される。
【００６７】
本実施例においては、携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、パソ
コン５のＲＡＭ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭが記憶する操作部３の操作履歴には、図
２に示すように、操作部３の入力キーの操作が行われた時刻が含まれる。
携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、パソコン５のＲＡＭ、自動
販売機制御装置ＢのＲＡＭに、操作部３の操作履歴を複数記憶させる場合、操作履歴に操
作部３の操作が行われた時刻が含まれれば、当該時刻データが操作履歴の識別データとな
るので、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′
、Ｄ′、Ｅ′の制御データの検索、変更を行う際に依拠する操作履歴を、自動販売機制御
装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のバッファにコピーした操作部３の種々の操作履歴の
中から、前記識別データを頼りに選択して、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲ
ＡＭ内のキーバッファにコピーすることが可能となる。
この場合、最も最近に行われた操作部３の操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａ、
Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データの検
索、変更を行うように、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを構成しても良い。携帯
メモリ２、６、７、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、パソコン５のＲＡＭ、自動販売
機制御装置ＢのＲＡＭに、操作部３の操作履歴が複数記憶されている場合、最も最近に行
われた操作部３の操作履歴が一般に現時点で最も好ましいので、最も最近に行われた操作
部３の操作履歴に基づいて制御データの検索、変更を行えば、問題が発生する危険性が少
ない。
【００６８】
本実施例においては、自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴には、図２に示すよう
に、プログラム名、プログラムの作成年度、プログラムのバージョン等の自動販売機Ａ′
の制御プログラムの識別データが含まれる。
自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制
御プログラムの識別データと自動販売機Ａ′の制御プログラムの識別データとが同一であ
る場合にのみ、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコピーした操作
部３の操作履歴を、逐次、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファに
コピーして、自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更する。
自動販売機の制御プログラムは、自動販売機の機種によって異なり、且つ適宜改変される
。自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴に基づいて、自動販売機Ａ′の制御プログ
ラムとは異なる制御プログラムで制御される自動販売機Ｂ′に組み込まれた自動販売機制
御装置ＢのＣＰＵが、自動販売機Ｂ′の制御データを検索し、変更すると、自動販売機制
御装置Ｂひいては自動販売機Ｂ′が誤作動を起こす可能性がある。操作部３の操作履歴に
、制御プログラム名、制御プログラム作成年度、制御プログラムのバージョン番号等の自
動販売機Ａ′の制御プログラムの識別データを含ませておき、自動販売機制御装置ＢのＣ
ＰＵは、自動販売機Ｂ′の制御プログラムの識別データと自動販売機Ａ′の制御プログラ
ムの識別データとが同一の場合にのみ、すなわち自動販売機Ｂ′の制御プログラムと自動
販売機Ａ′の制御プログラムとが同一の場合にのみ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭのバ
ッファにコピーした操作部３の操作履歴を、逐次、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭのキー
バッファにコピーして、自動販売機Ｂ′の制御データを検索し、変更するように構成すれ
ば、自動販売機制御装置Ｂひいては自動販売機Ｂ′が誤作動を起こす可能性が無くなる。
【００６９】
本実施例においては、自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴には、図２に示すよう
に、自動販売機Ａ′の機器設定データが含まれる。自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの
ＣＰＵは、自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の機器設定データと自動販売機Ａ′の機器
設定データとが同一である場合にのみ、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバ
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ッファにコピーした操作部３の操作履歴を、逐次、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの
ＲＡＭのキーバッファにコピーして、自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを
検索し、変更する。
自動販売機Ａ′と自動販売機Ｂ′の制御プログラムの識別データが同一であっても、すな
わち自動販売機Ａ′と自動販売機Ｂ′の制御プログラムが同一であっても、自動販売機Ａ
′と自動販売機Ｂ′とでは、稼働中の商品収納コラム数、稼働中の商品選択ボタン数等の
機器設定条件が異なる場合がある。かかる場合、自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作
履歴に基づいて、自動販売機制御装置ＢのＣＰＵが、自動販売機Ｂ′の制御データを検索
し、変更すると、自動販売機制御装置Ｂひいては自動販売機Ｂ′が誤作動を起こす可能性
がある。自動販売機制御装置Ａの操作部３の操作履歴に、稼働中の商品収納コラム数、稼
働中の商品選択ボタン数等の自動販売機Ａ′の機器設定データを含ませておき、自動販売
機制御装置ＢのＣＰＵは、自動販売機Ｂ′の機器設定データと自動販売機Ａ′の機器設定
データとが同一の場合にのみ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭのバッファにコピーした操
作部３の操作履歴を、逐次、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭのキーバッファにコピーして
、自動販売機Ｂ′の制御データを検索し、変更するように構成すれば、自動販売機制御装
置Ｂひいては自動販売機Ｂ′が誤作動を起こす可能性が無くなる。
【００７０】
上述の説明から分かるように、本実施例においては、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ
のＣＰＵは、自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムの識別データと自動販
売機Ａ′の制御プログラムの識別データとが同一であり、且つ自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ
′、Ｅ′の機器設定データと自動販売機Ａ′の機器設定データとが同一の場合にのみ、自
動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコピーした操作部３の操作履歴を
、逐次、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファにコピーして、自動
販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更するので、自動販売機制御装
置Ｂひいては自動販売機Ｂ′が誤作動を起こす可能性は無い。
【００７１】
本実施例において、操作部３の入力キーを操作して、操作部３の操作が行われた時刻、自
動販売機Ａ′の制御プログラムの識別データ、自動販売機Ａ′の機器設定データ中の任意
の一つ又は複数を選択して、携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３
、パソコン５のＲＡＭ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭに記憶させるように、自動販売機
制御装置Ａを構成しても良い。
この場合には、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコピーした操作部３の操作履歴に操作部３の操作が行わ
れた時刻が含まれる場合には、当該時刻を頼りに選択された操作履歴を、或いは最も最近
に行われた操作履歴を、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファ
にコピーして、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更す
るように、構成される。
また自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ
のバッファにコピーした操作部３の操作履歴に自動販売機Ａ′の制御プログラムの識別デ
ータが含まれる場合には、自動販売機Ａ′の制御プログラムの識別データと自動販売機Ｂ
′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムの識別データとが同一である場合にのみ、自動販
売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコピーした操作部３の操作履歴を自動
販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファにコピーして、自動販売機Ｂ′、
Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更するように構成される。
また自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ
のバッファにコピーした操作部３の操作履歴に自動販売機Ａ′の機器設定データが含まれ
る場合には、自動販売機Ａ′の機器設定データと自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の機
器設定データとが同一である場合にのみ、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭの
バッファにコピーした操作部３の操作履歴を自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ
のキーバッファにコピーして、自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し
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、変更するように構成される。
【００７２】
自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム、機器設定条件が全て同一の
場合には、自動販売機Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′
、Ｅ′の制御データの検索、変更を行う際に依拠する操作履歴を、操作部３の操作が行わ
れた時刻に基づいて選択すれば良い。自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プ
ログラムが全て同一の場合には、自動販売機Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが自動販売機Ｂ′、
Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データの検索、変更を行う際に依拠する操作履歴を、操作部３の
操作が行われた時刻及び／又は自動販売機Ａ′の機器設定データと自動販売機Ｂ′、Ｃ′
、Ｄ′、Ｅ′の機器設定データとの比較に基づいて選択すれば良い。自動販売機Ａ′、Ｂ
′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の機器設定データが全て同一の場合には、自動販売機Ｂ、Ｃ、Ｄ、
ＥのＣＰＵが自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データの検索、変更を行う際に依
拠する操作履歴を、操作部３の操作が行われた時刻及び／又は自動販売機Ａ′の制御プロ
グラムの識別データと自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムの識別データ
との比較に基づいて選択すれば良い。従って、対象となる複数の自動販売機の状況に応じ
て、操作手段の操作が行われた時刻、自動販売機の制御プログラムの識別データ、自動販
売機の機器設定データ中の任意の一つ又は複数を選択して操作履歴記憶手段に記憶させる
ように構成することは有用である。
【００７３】
本実施例において、自動販売機Ａ′の制御プログラムに従って自動的に、操作部３の操作
が行われた時刻、自動販売機Ａ′の制御プログラムの識別データ、自動販売機Ａ′の機器
設定データ中の任意の一つ又は複数を選択して、携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御
装置ＡのＲＡＭ１３、パソコン５のＲＡＭ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭに記憶させる
ように、自動販売機制御装置Ａを構成しても良い。
【００７４】
本実施例において、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコピー
した操作部３の種々の操作履歴中の、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが
自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更する際に依拠可能
な操作履歴の全てを、自動的に自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバ
ッファにコピーし、当該履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰ
Ｕが自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更するように、
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを構成しても良い。
操作部３の操作が行われた時刻、自動販売機Ａ′の制御プログラムの識別データと自動販
売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムの識別データとの比較、自動販売機Ａ′の
機器設定データと自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の機器設定データとの比較等に照ら
して、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコピーした操作部３
の種々の操作履歴中に、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが自動販売機Ａ
′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更する際に依拠可能な操作履歴が
複数ある場合に、依拠可能な操作履歴の全てを、自動的に自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ
、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファにコピーし、当該履歴に基づいて、自動販売機制御装置
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを
検索し、変更すれば、制御データの確認、変更作業時の、操作要員の負荷は略零まで大幅
に軽減される。
【００７５】
本実施例において、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコピー
した操作部３の種々の操作履歴中の、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが
自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更する際に依拠可能
な操作履歴から、操作要員が自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キー
を操作して、所望の操作履歴を選択し、当該操作履歴のみを、自動的に自動販売機制御装
置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファにコピーし、当該履歴に基づいて、自動販
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売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の
制御データを検索し、変更するように、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを構成し
ても良い。
操作部３の操作が行われた時刻、自動販売機Ａ′の制御プログラムの識別データと自動販
売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムの識別データとの比較、自動販売機Ａ′の
機器設定データと自動販売機Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の機器設定データとの比較等に照ら
して、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコピーした操作部３
の種々の操作履歴中に、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが自動販売機Ａ
′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更する際に依拠可能な操作履歴が
複数ある場合でも、当該複数の操作履歴中の特定の操作履歴に基づいて自動販売機Ａ′、
Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データの確認、変更を行いたい場合がある。係る場合に、
操作要員が、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して、依
拠可能な操作履歴の中から所望の操作履歴を選択できれば便利である。
【００７６】
本実施例においては、携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、パソ
コン５のＲＡＭ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭが記憶する操作部３の操作履歴には、図
２に示すように操作部３の操作が行われた時の実際の操作間隔、即ち各操作間の実際の時
間間隔が含まれ、或いは実際の操作間隔に関係の無い予め設定された操作間隔が含まれる
。操作間隔の設定は、自動販売機制御装置ＡのＣＰＵ１１がＲＯＭ１２から読み込んだ自
動販売機Ａ′の制御プログラムに従って自動的に行われ、或いは、操作要員が、自動販売
機制御装置Ａの操作部３の入力キーを操作して行う。
【００７７】
携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、パソコン５のＲＡＭ、自動
販売機制御装置ＢのＲＡＭが記憶する操作部３の操作履歴が、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ
、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のバッファにコピーされ、当該操作履歴を構成する操作部３の入
力キーの個々の操作履歴が、当該操作履歴に含まれる操作部３の実際の操作間隔或いは予
め設定した操作間隔に等しい時間間隔で、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡ
Ｍ内のキーバッファに逐次コピーされる。より具体的に説明すると、例えば「アップ」キ
ー操作が自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファにコピーされ
、操作履歴に含まれる操作部３の実際の操作間隔或いは予め設定した操作間隔に等しい時
間間隔を置いて、「ダウン」キー操作が自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ
内のキーバッファにコピーされる。
【００７８】
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファに逐次コピーされた操
作部３の入力キーの個々の操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ
のＣＰＵが、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを逐次検索し、変更
する。より具体的に説明すると、例えば、「アップ」キー操作に基づいて、従前の１１０
円という価格データが１２０円に変更され、操作履歴に含まれる操作部３の実際の操作間
隔或いは予め設定した操作間隔に等しい時間間隔を置いて、「ダウン」キー操作に基づい
て、一旦１２０円に変更された価格データが１１０円に再度変更される。或いは「売上高
確認」キー操作に基づいて、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の売上高が検索さ
れる。
【００７９】
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部は、逐次検索、変更された自動販売機Ａ
′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを逐次表示する。この際、自動販売機制御装置
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部は、検索、変更された自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、
Ｅ′の制御データを、操作部３の操作履歴に含まれる操作部３の実際の操作間隔或いは予
め設定した操作間隔に等しい時間間隔で、逐次表示する。より具体的に説明すると、「ア
ップ」キー操作に基づいて変更した価格１２０円を表示し、当該表示を、「アップ」キー
操作と「ダウン」キー操作との間の実際の操作間隔或いは予め設定された操作間隔に等し
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い時間間隔の間維持し、次いで、「ダウン」キー操作に基づいて変更した価格１１０円を
表示する。
操作要員は、表示１２０円と１１０円とが所定の時間間隔を隔てて表示されるので、当該
所定の時間間隔が長ければ、変更された価格を明確に視認することができるので、価格等
の制御データが不適切に変更される等の不都合な事態の発生が防止され、前記時間間隔が
短ければ、制御データの確認、変更作業に要する時間が短縮される。
【００８０】
本実施例において、操作部３の操作履歴に操作間隔が含まれるか否かに係わらず、或いは
操作部３の操作履歴に含まれる操作間隔の如何に係わらず、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵ、表示部が、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データ
を、予め設定した時間間隔で逐次検索、変更、表示するように構成しても良い。より具体
的に説明すると、「アップ」キー操作に基づいて価格を１１０円から１２０円に変更して
表示し、次いで、予め設定した時間間隔で、「ダウン」キー操作に基づいて価格を１２０
円から１１０円に変更して表示しても良い。検索、変更、表示の時間間隔は、自動販売機
制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＯ
Ｍから読み込んだ自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムに基づいて
自動的に設定しても良く、或いは自動販売機の操作要員が、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して設定しても良い。
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵ、表示部が、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ
′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを、予め設定した時間間隔で逐次検索、変更、表示すれば、
当該時間間隔が長い場合には、操作要員は制御データの内容を明確に視認することができ
るので、価格等の制御データが不適切に変更される等の不都合な事態の発生が防止され、
前記時間間隔が短い場合には、制御データの確認、変更作業に要する時間が短縮される。
【００８１】
本実施例において、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵ、表示部が、自動販
売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを、操作部３の操作履歴に含まれる操作
間隔に等しい時間間隔で検索、変更、表示するか、或いは操作部３の操作履歴に操作間隔
が含まれるか否かに係わらず、或いは操作部３の操作履歴に含まれる操作間隔の如何に係
わらず、予め設定した時間間隔で検索、変更、表示するかを、自動販売機の操作要員が、
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して選択できるように
、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを構成しても良い。
自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを、操作部３の操作履歴に含まれ
る操作間隔に等しい時間間隔で検索、変更、表示するか、或いは操作部３の操作履歴に操
作間隔が含まれるか否かに係わらず、或いは操作部３の操作履歴に含まれる操作間隔の如
何に係わらず、予め設定した時間間隔で検索、変更、表示するかを選択できれば便利であ
る。
【００８２】
本実施例においては、自動販売機の操作要員は、携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御
装置ＡのＲＡＭ１３、パソコン５のＲＡＭ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭが記憶する操
作部３の操作履歴を、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作
して、或いはパソコン５の入力キーを操作して、編集することができる。
上記構成によれば、現状に適した操作履歴に基づいて、制御データを確認、変更すること
ができる。
【００８３】
本実施例においては、自動販売機の操作要員は、操作履歴を記憶させるために、自動販売
機制御装置Ａの操作部３を操作している最中に、操作部３の入力キーを操作して、自動販
売機制御装置ＡのＲＡＭのバッファにコピーした、「開始」キー操作から始まり、「終了
」キー操作まで至っていない未完成の操作履歴を消去することができる。
操作履歴を記憶させるために、自動販売機制御装置Ａの操作部３を操作している最中に、
操作要員が操作ミスを犯した場合、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭのバッファにコピーし
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た、未完成の操作履歴を消去することができれば、操作部３の操作をやり直して、正しい
操作履歴を、携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、パソコン５の
ＲＡＭ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭに記憶させることができるので、便利である。
【００８４】
本実施例においては、自動販売機の操作要員は、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ
のＲＡＭ内のバッファにコピーした、携帯メモリ２、６、７、自動販売機制御装置ＡのＲ
ＡＭ１３、パソコン５のＲＡＭ、自動販売機制御装置ＢのＲＡＭが記憶する操作部３の操
作履歴を、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファに逐次コピ
ーしている最中に、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作し
て前記コピーを中断させ、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを
操作して自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファに操作履歴を
追加入力し、次いで、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作
して中断したコピーを再開させることができる。
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファに逐次コピーされた「
アップ」キー操作、「ダウン」キー操作等の個々の操作履歴が不適切である場合、前記コ
ピーを中断させ、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して
、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のキーバッファに「アップ」キー操
作、「ダウン」キー操作等の操作履歴を追加入力し、不適切な操作履歴を修正した後、前
記コピーを再開させることができれば、便利である。
【００８５】
本実施例において、操作部３の操作履歴を、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲ
ＡＭ内のバッファから、キーバッファへファに逐次コピーしている時には、当該コピーの
中断時にのみ、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して操
作履歴をキーバッファへファに入力するのを許容するように、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ
、Ｃ、Ｄ、Ｅを構成しても良く、或いは、操作部３の操作履歴を、自動販売機制御装置Ａ
、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭ内のバッファから、キーバッファへファに逐次コピーしている
時に、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを随時操作して操作履
歴をキーバッファへファに入力するのを許容するように、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ
、Ｄ、Ｅを構成しても良い。
前者の場合には、キーバッファへのコピー中に、操作部が誤って操作されて、操作履歴が
誤って修正される事態の発生が防止される。他方、検索、変更された制御データが十分に
長い時間間隔で表示される場合には、検索、変更された制御データを視認した操作要員が
、視認した制御データが不適切な場合に、前記時間間隔中に操作部を操作して操作履歴を
修正し、ひいては制御データを修正することが、物理的に十分可能である。従って、操作
履歴のキーバッファへのコピー中に、随時操作部を操作して操作履歴をキーバッファへフ
ァに入力するのを許容するように、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを構成するこ
とは有用である。
【００８６】
本実施例においては、操作要員は、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入
力キーを操作して、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵが変更した制御デー
タを消去し、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭの所定の記憶領域に一時的
に退避させていた従前の制御データを復旧させることができる。
変更後の制御データが不適切である場合、当該制御データを消去し従前の制御データを復
旧させることができれば便利である。
【００８７】
本実施例においては、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、携帯メモリ２、６、７
、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３、パソコン５のＲＡＭ、自動販売機制御装置ＢのＲ
ＡＭによる、操作部３の操作履歴の記憶開始時、操作履歴の記憶中、操作履歴の記憶終了
時に、各メモリーが各作動状態にあることを表示するＬＥＤランプ等の図示しない表示手
段を備える。各メモリーの作動状態を把握できれば便利である。
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【００８８】
本実施例においては、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、それぞれのＲＡＭ内の
キーバッファへの操作履歴のコピー開始時、コピー中、コピー中断中、コピー再開時、コ
ピー終了時に、キーバッファが各作動状態にあることを表示するＬＥＤランプ等の図示し
ない表示手段を備える。キーバッファの作動状態を把握できれば便利である。
【００８９】
本実施例に係る自動販売機制御装置の作動を図３～５のフローチャートに基づいて説明す
る。
操作履歴記憶作動を図３に基づいて説明する。
自動販売機の操作要員が、自動販売機制御装置Ａの操作部３のリモコン装置の「開始」キ
ーを押すと、操作履歴入力作動が開始される（Ｓ１）。
操作要員が操作部３のリモコン装置の入力キー、自動販売機Ａ′の商品選択釦等を順次押
して操作部３を操作すると、当該操作と前回の操作からの実際の時間間隔或いは実際の時
間間隔に関係の無い予め設定された時間間隔とが自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３内の
キーバッファに逐次入力される。自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３内のキーバッファに
逐次入力された操作部３の操作履歴は、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３内のバッファ
に逐次コピーされる（Ｓ２、Ｓ３）。
操作要員が操作部３の操作ミスを犯した場合、操作要員が操作部３のリモコン装置の「キ
ャンセル」キーを押すと、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３内のバッファに逐次コピー
された、操作部３の未完成の操作履歴が消去され、操作履歴記憶作動は終了する（Ｓ４）
。
操作要員は、操作部３の操作を繰り返し、最後に操作部３のリモコン装置の「終了」キー
を押して、操作履歴の入力を終える（Ｓ５）。
【００９０】
操作要員が操作部３の入力キーを操作して操作履歴を記憶する記憶媒体を指定し、或いは
自動販売機Ａ′の制御プログラムに従って自動的に操作履歴を記憶する記憶媒体が指定さ
れる（Ｓ６）。指定された記憶媒体が自動販売機制御装置Ａの制御部１に直接に或いは回
線を介して間接的に接続されているか否か判定される（Ｓ７）。前記記憶媒体が接続され
ていない場合には、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３内のバッファにコピーされた、操
作部３の操作履歴が消去され、操作履歴記憶作動は終了する。
【００９１】
前記記憶媒体が接続されている場合には、記憶内容の指定が行われる（Ｓ８）。すなわち
、操作要員が操作部３の入力キーを操作することにより、或いは自動販売機Ａ′の制御プ
ログラムに従って自動的に、自動販売機制御装置ＡのＲＡＭ１３内のバッファにコピーし
た操作部３の操作履歴の全てを前記記憶媒体に記憶させるのか、或いは操作履歴中の「操
作時刻」、「制御プログラム識別データ」、「機器設定データ」、「操作間隔」のうちの
１又は複数のデータを除いた操作履歴を前記記憶媒体に記憶させるのか指定される。
記憶内容指定作動により指定された内容の操作履歴が、記憶媒体指定作動により指定され
た記憶媒体に記憶され（Ｓ９）、操作履歴記憶作動が終了する（Ｓ１０）。
【００９２】
複数の操作履歴を記憶媒体に記憶させる場合には、上記Ｓ１～Ｓ１０の作動が繰り返され
る。
【００９３】
操作履歴読込作動を図４、５に基づいて説明する。
操作要員が、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して操作
履歴の読込を指示すると、操作履歴読込作動が開始される（Ｓ１）。操作要員が自動販売
機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して読込先の記憶媒体を指定し
、或いは自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムに従って自動的に読
込先の記憶媒体が指定される（Ｓ２）。指定された読込先記憶媒体が自動販売機制御装置
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの制御部に直接に或いは回線を介して間接的に接続されているか否か



(25) JP 4326081 B2 2009.9.2

10

20

30

40

50

判定される（Ｓ３）。読込先記憶媒体が接続されていない場合には、操作履歴読込作動は
終了する。
【００９４】
読込先記憶媒体が接続されている場合には、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣ
ＰＵの所定の記憶領域に記憶された従前の制御データが、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ
、Ｄ、ＥのＲＡＭにコピーされて一時的に退避させられ、読込先記憶媒体に記憶された操
作部３の全操作履歴が、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコ
ピーされる（Ｓ４）。
操作要員が自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して、或い
は自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムに基づいて自動的に、読込
先記憶媒体に記憶された操作部３の操作履歴を自動読込するのか手動読込するのか指定す
る（Ｓ５）。
【００９５】
手動読込する場合には、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファにコ
ピーされた各操作履歴の「制御プログラム識別データ」、「機器設定データ」と、自動販
売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム識別データ、自動販売機Ａ′、Ｂ′
、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の機器設定データとが比較され、選択可能な操作履歴が在るか否か判
定される（Ｓ６）。選択可能な操作履歴が無い場合には、操作履歴読込作動は終了する。
選択可能な操作履歴が在る場合には、操作要員は、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、
Ｅの操作部の入力キーを操作して、１又は複数の所望の操作履歴を選択する（Ｓ７）。操
作要員は、操作履歴の読込を中止したい場合には、操作部の入力キーを操作して、操作履
歴の読込作動を中止させる（Ｓ８）。操作要員は、所望の操作履歴の選択が終了すると、
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して、所望の操作履歴
の読込を開始させる（Ｓ９）。
【００９６】
自動読込する場合には、読み込まれた各操作履歴の「制御プログラム識別データ」、「機
器設定データ」と、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム識別デー
タ、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の機器設定データとが比較され、選択可能
な操作履歴か在るか否か判定される（Ｓ１０）。選択可能な操作履歴が無い場合には、操
作履歴読込作動は終了する。選択可能な操作履歴が在る場合には、自動販売機Ａ′、Ｂ′
、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラムに基づいて、読み込まれる操作履歴が自動的に選択
される（Ｓ１１）。選択方法としては、最も最近の操作履歴を選択する、選択可能な全て
の操作履歴を選択する等が挙げられる。
【００９７】
手動による又は自動による、読み込み操作履歴の選択が終了すると、操作要員が操作部の
入力キーを操作して、或いは自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御プログラム
に基づいて自動的に、操作履歴の読込方法を指定する。すなわち、操作履歴に含まれる操
作間隔通りの時間間隔で、各操作を自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバ
ッファからキーバッファにコピーし、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御デ
ータを検索し、変更し、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部に表示するのか
、或いは操作履歴に含まれる操作間隔に関わりなく予め設定された時間間隔で、各操作を
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファからキーバッファにコピーし
、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更し、自動販売機
制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部に表示するのか、指定する（Ｓ１２）。
【００９８】
手動により或いは自動的に選択された操作履歴が、手動により或いは自動的に設定された
読込方法で、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのバッファからキーバッフ
ァに逐次コピーされる（Ｓ１３）。自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＣＰＵは、
自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファに逐次コピーされた操作
履歴に基づいて、自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データを検索し、変更
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し、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの表示部に表示する（Ｓ１３）。
【００９９】
操作要員は、表示部に表示された変更後の制御データを修正したい場合には、自動販売機
制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ
、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭのキーバッファへの操作履歴のコピーを中断させ、自動販売機制御
装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して制御データを修正し、次いで自動
販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを操作して中断したキーバッファ
への操作履歴のコピーを再開させることができる（Ｓ１４、Ｓ１５）。操作要員は、キー
バッファへの操作履歴のコピー中に、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の
入力キーを操作してキーバッファへの操作履歴のコピーを中止させ、操作履歴読込作動を
終了させることができる（Ｓ１６、Ｓ１７、Ｓ２３）。「中断」、「制御データ修正のた
めの入力キー操作」、「再開」、「中止」は、修正したい制御データが表示部に表示され
ている間に行う（Ｓ１８）。操作履歴の「終了」キー操作がキーバッファにコピーされる
と、一つの操作履歴の読込作動が終了する（Ｓ１９）。
【０１００】
確認、変更した自動販売機Ａ′、Ｂ′、Ｃ′、Ｄ′、Ｅ′の制御データが所望の制御デー
タではない場合、操作要員は、操作履歴読込作動が終了した後、自動販売機制御装置Ａ、
Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作部の入力キーを「Ｕｎｄｏ」操作して、確認、変更した制御データ
を消去し、自動販売機制御装置Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥのＲＡＭに一時的に退避させていた従
前の制御データを復旧させる（Ｓ２０、Ｓ２１）。
選択された全ての操作履歴の読込作動が終了すると、操作履歴読込作動は終了する（Ｓ２
３）。
【０１０１】
上記実施例においては、メモリに複数の操作履歴が記憶されている場合に、全操作履歴の
「開始」から「終了」に至る一連の履歴の全てを、自動販売機制御装置のＲＡＭ内のバッ
ファにコピーし、次いで、操作履歴に含まれる自動販売機制御プログラム識別データ、自
動販売機機器設定データ、操作時刻に基づいて、制御データの確認、変更に際して依拠可
能な操作履歴を選択し、選択した操作履歴のみを自動販売機制御装置のＲＡＭ内のキーバ
ッファに逐次コピーしたが、メモリに複数の操作履歴が記憶されている場合に、全操作履
歴の自動販売機制御プログラム識別データ、自動販売機機器設定データ、操作時刻のみを
自動販売機制御装置のＲＡＭ内のバッファにコピーし、次いで、操作履歴に含まれる自動
販売機制御プログラム識別データ、自動販売機機器設定データ、操作時刻等に基づいて、
制御データの確認、変更に際して依拠可能な操作履歴を選択し、選択した操作履歴のみを
自動販売機制御装置のＲＡＭ内のキーバッファに逐次コピーしても良い。操作履歴読込に
要する時間が短縮される。
上記実施例においては、操作履歴を記憶する際に、「開始」キー操作、「終了」キー操作
を記憶したが、図２から分かるように、操作履歴の「開始」、「終了」は、前後の操作履
歴から判断可能なので、記憶内容から省略しても良い。
【０１０２】
【発明の効果】
以上説明したごとく、本発明に係る自動販売機制御装置においては、予め操作手段を複雑
に操作して、本制御装置が組み込まれた自動販売機の種々の制御データを確認、変更する
ための種々の操作履歴を操作履歴記憶手段に記憶させておけば、その後は、状況に応じて
操作履歴記憶手段から所望の操作履歴を操作履歴読込手段に読み込ませれば、読み込まれ
た操作履歴に基づいて、確認変更手段が、制御データを検索表示し、変更するので、従来
のように制御データの確認、変更作業の度毎に操作手段を複雑に操作する必要は無い。ま
た、例えば自動販売機制御装置Ａの操作履歴記憶手段が記憶した自動販売機制御装置Ａの
操作手段の操作履歴を、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの操作履歴読込手段に読み込
ませれば、読み込まれた操作履歴に基づいて、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの確認
変更手段が、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが組み込まれた自動販売機の制御データ
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を検索表示し、変更するので、自動販売機制御装置Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅで自動販売機制御装置
Ａと同一の制御データの確認、変更作業を行う場合に、各自動販売機制御装置毎に操作手
段を複雑に手動操作する必要は無い。従って、本発明に係る自動販売機制御装置において
は、制御データを確認、変更する際の、自動販売機の操作要員の負荷が従来に比べて少な
い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係る自動販売機制御装置の機器構成図である。
【図２】本発明の実施例に係る自動販売機制御装置の操作履歴記憶手段に記憶される操作
履歴のデータ構造例を示す図である。
【図３】本発明の実施例に係る自動販売機制御装置の作動のフローチャートである。
【図４】本発明の実施例に係る自動販売機制御装置の作動のフローチャートである。
【図５】本発明の実施例に係る自動販売機制御装置の作動のフローチャートである。
【符号の説明】
１　制御部
２、６、７　携帯メモリ
３　操作部
４　表示部
５　パソコン
１１　ＣＰＵ
１２　ＲＯＭ
１３　ＲＡＭ

【図１】 【図２】
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【図５】



(29) JP 4326081 B2 2009.9.2

10

フロントページの続き

(72)発明者  松本　尚人
            群馬県伊勢崎市寿町２０番地　サンデン株式会社内
(72)発明者  中村　禎
            群馬県伊勢崎市寿町２０番地　サンデン株式会社内
(72)発明者  木村　理
            群馬県伊勢崎市寿町２０番地　サンデン株式会社内

    審査官  永安　真

(56)参考文献  特開昭６０－１８９５９０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G07F   5/00   -   9/10


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

